
保
育
分
野
へ
の
株
式
会
社
の
参
入
を

促
進
さ
せ
、
自
治
体
の
公
的
責
任
を
後

退
さ
せ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
法
律

「
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
」
が
12

年
８
月
に
成
立
し
、
15
年
度
か
ら
幼
児

期
の
学
校
教
育
・
保
育
、
地
域
の
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
を
総
合
的
に
推
進
す

る
た
め
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
（
新
シ
ス
テ
ム
）
」
が
始
ま
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

問
題
点
を
指
摘
し
改
善
を
求
め
賛
成

そ
の
た
め
、
第
２
回
定
例
会
に
「
子

ど
も
・
子
育
て
会
議
（
以
下
「
会
議
」
）

条
例
」
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
審
議
の
中
で
、

「
公
募
す
る
委
員
が
３
名
で
は
少
な
す

ぎ
る
」
と
指
摘
し
「
障
害
者
施
設
、
児

童
館
な
ど
の
関
係
者
の
出
席
を
」
「
会

議
内
容
は
公
開
を
」
な
ど
求
め
ま
し
た
。

区
は
「
必
要
に
応
じ
て
、
委
員
以
外

に
も
関
係
者
等
の
出
席
を
求
め
る
」

「
会
議
内
容
は
委
員
会
に
報
告
し
、
議

事
録
も
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す

る
」
な
ど
答
え
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
「
認
可
保
育
園
を
基
本
に

整
備
を
進
め
る
と
い
う
区
の
姿
勢
を
今

後
も
貫
く
」
「
国
基
準
を
上
回
る
面
積

や
職
員
配
置
を
こ
れ
か
ら
も
守
る
」
こ

と
を
確
認
し
、
こ
の
議
案
に
賛
成
し
ま

し
た
。

「
条
例
」
の
決
定
を
受
け
て
「
会
議
」

設
置
の
具
体
化
が
進
み
、
委
員
の
公
募

が
始
ま
り
ま
し
た
。
左
枠
内
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
保
育
、
子
育
て
支
援
等
へ
の

意
見
や
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
私

（
志
村
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

議
会
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
力
し
ま

す
。
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「
会
議
」
委
員
（
19
名
）
の
う
ち

公
募
は
３
名
で
、
応
募
資
格
は
次
の

す
べ
て
に
該
当
す
る
方
と
な
り
ま
す
。

●
中
央
区
在
住
の
方

●
０
歳
か
ら
小
学
生
ま
で
の
お
子

さ
ん
が
い
る
保
護
者
ま
た
は
こ
れ
か

ら
子
育
て
を
考
え
て
い
る
方
で
、
子

ど
も
・
子
育
て
に
関
心
の
あ
る
方

●
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
議

員
お
よ
び
常
勤
の
公
務
員
以
外
の
方

●
中
央
区
の
他
の
附
属
機
関
の
委

員
な
ど
に
就
任
し
て
い
な
い
方

●
年
３
回
程
度
、
平
日
夜
間
（
午

後
６
時
30
分
か
ら
２
時
間
程
度
）
に

開
催
さ
れ
る
「
中
央
区
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
」
に
必
ず
出
席
で
き
る
方

任
期
は
、
２
年
（
13
年
８
月
か
ら

15
年
７
月
）
の
予
定
で
す
。

「
会
議
」
で
の
審
議
す
る
内
容
は
、

①
教
育
・
保
育
施
設
（
幼
稚
園
・
保

育
所
な
ど
）
に
お
け
る
需
要
見
込
量

お
よ
び
提
供
体
制
の
確
保

②
地
域
型
保
育
事
業
（
家
庭
的
保
育
・

小
規
模
保
育
な
ど
）
に
お
け
る
需
要

見
込
量
お
よ
び
提
供
体
制
の
確
保

③
「
中
央
区
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
」
（
仮
称
）
の
策
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
子
育
て
支
援
課
（
☎
３

５
４
６
ー
５
６
８
１
）
に
連
絡
し
て

お
聞
き
く
だ
さ
い
。



ブログもごらんください 志村たかよしワールド 検索

ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（３
５
３
６
ー
６
３
０
９
）

７
月
９
日
、
企
画
総
務
委
員
会
は
、

防
災
・
震
災
対
策
の
一
環
と
し
て
、

清
水
建
設
本
社
ビ
ル
と
「
中
央
エ
フ

エ
ム
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

清
水
建
設
本
社
で
は
「
首
都
直
下

地
震
に
対
応
し
た
新
本
社
の
震
災
対

策
」
の
概
要
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

特
に
建
設
会
社
と
し
て
災
害
時
に

果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
い
う
自
覚

の
も
と
、
震
災
対
策
本
部
の
ス
ム
ー

ズ
に
立
ち
上
げ
ら
れ
る
設
備
や
３
日

間
の
初
動
体
制
を
自
立
で
き
る
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
、
帰
宅
困
難
者
４
０
０

０
人
（
社
外
含
む
）
を
受
け
入
れ
る

地
域
防
災
セ
ン
タ
ー
機
能
な
ど
の
基

本
方
針
を
持
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。備

蓄
品
は
、
携
帯
電
話
充
電
器
…

１
０
０
０
台
、
ラ
ジ
オ
…
２
０
０
台
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
…
３
１
０
０
０
㍑
、

簡
易
ト
イ
レ
…
６
１
２
０
０
回
分
と

な
っ
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
を
う
け
、
浸
水
時

も
想
定
し
て
、
通
常
な
ら
地
下
に
設

置
す
る
非
常
用
発
電
機
を
屋
上
階
に

設
置
し
た
そ
う
で
す
。

こ
の
春
、
京
橋
の
東
京
ス
ク
エ
ア

ガ
ー
デ
ン
地
下
一
階
に
引
っ
越
し
た

ば
か
り
の
「
中
央
エ
フ
エ
ム
」
の
ス

タ
ジ
オ
を
視
察
し
、
小
松
和
也
社
長

か
ら
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
で
、
重
要
な
役
割

を
果
た
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ジ
オ

が
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
が
、
中
央

区
に
は
、
「
中
央
エ
フ
エ
ム
」
が
あ

り
、
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
の
普
及
も
進

ん
で
い
ま
す
。

開
局
は
98
年
、
出
力
は
10
Ｗ
で
、

ス
タ
ッ
フ
は
五
人
と
い
う
こ
と
で
す
。

社
長
の
悩
み
と
し
て
は
、
収
益
が

し
に
く
い
こ
と
と
人
材
が
育
ち
に
く

い
こ
と
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

災
害
時
に
、
ス
タ
ッ
フ
が
災
害
現

場
に
直
行
し
報
道
す
る
こ
と
は
あ
る

の
か
と
の
質
問
に
、
小
松
氏
は
「
私

た
ち
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
は
な
い
。

発
災
後
の
情
報
を
確
実
に
放
送
す
る

こ
と
が
使
命
と
考
え
る
。
そ
の
た
め

に
災
害
時
の
編
成
は
中
央
区
に
解
放

し
て
い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

ラ
ジ
オ
の
活
用
を
ど
う
普
及
し
て

い
く
の
か
…
重
要
な
課
題
で
す
。

最上階に設置してある非常用発電機

屋上にあるレスキュー用のヘリポート

地下の通路からスタジオがよく見えます。

地下とは言いながらも明るいスタジオです。
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